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令和７年 11月 25日 

報 道 機 関  各位 

国が定めた「30by30 目標」（2030 年までに陸と海の 30％を保全する目標）など、生物

多様性の損失を防ぐ取り組みは、いまや緊急性の高い課題となっています。砺波平野に広

がる散居村の景観は、人々の生活の中で育まれてきた文化的な景観ですが、生き物にとっ

ても周囲の山地や森林とつながる重要な空間であり、富山県の生物多様性を支えてきた

と考えられます。本フォーラムでは、こうした「自然との共生」という視点から、散居村

の価値を改めて見直してみたいと思います。  

つきましては、本件について取材・報道方よろしくお取り計らい願います。 

 

記 

■日時  2025年 11月 29 日（土）13:00～16:30（受付開始 12:30） 

■場所  となみ散居村ミュージアム 情報館研修室（砺波市太郎丸 80） 

■申込方法 以下 URLか QRコードよりお申し込みください。 

https://forms.office.com/r/ssQgCjnweq 

■主催  富山大学地域連携推進機構 地域づくり・文化支援部門 

■共催  となみ野散居村サステナブル推進協議会 

■後援  （公財）富山県ひとづくり財団 

一般社団法人 富山県西部観光社 水と匠 

 

 

特別公開フォーラムの開催について 

-散居村を「自然共生」の視点から見直す- 

【本発表資料のお問い合わせ先】 

富山大学 五福高岡地区事務部 芸術系総務・学務課（地域連携担当） 

TEL：0766－25－9138  Email：tiikiko@adm.u-toyama.ac.jp 

https://forms.office.com/r/ssQgCjnweq
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